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平成２０年１月３０日
各　支　部　長　様
社団法人　長崎県建設業協会　　　　
会　　長　谷村隆三　　　　
特定健康診査等の実施に関する協力依頼について

　かねてより、本会業務の円滑な運営等につきましては、格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。

　さて、高齢者の医療の確保に関する法律（以下「高齢者医療確保法」という。）に基づき、平成２０年４月から、医療保険者４０歳以上の加入者に対し、糖尿病等の生活習慣病に着目した健康診査及び保険指導の実施を義務づけることとなりました。

　また、高齢者医療確保法において、労働安全衛生法その他の法令に基づく健康診断を受診した者又は受診できる者については、それらの健康診断を受診し、その結果を医療保険者が受領することにより、特定健康診査の全部又は一部を行ったものとすることとされております。今後、定期健康診断の実施者である事業者においては、当該定期健康診断の結果等の迅速かつ円滑な提供等医療保険者との緊密な連携・協力による事務処理が必要になると思われます。
　つきましては、全建を通じ厚生労働省労働基準局長並びに保険局長より別紙のとおり、想定される医療保険者と協力いただくべき事項のお知らせ等がまいっておりますので、貴支部会員へご周知方よろしくお願い申し上げます。

　また、標記については、同省ホームページ（下記参照願います。）にも掲載されておりますことを申し添えます。
☆　厚生労働省ホームページ　　　http://www.mhlw.go.jp/index.html
　　　　　　　↓

　　医療保険　をクリック

　　　　　　　↓

　　医療保険制度についての中の「平成１８年度医療保険制度改革について」をクリック

　　　　　　　↓

　　「特定健康診査・特定保険指導に関するもの」をクリック
